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研究成果の概要（和文）：　本研究では、古代から近代初期において、本州（主に東北地域）と北海道との間で
行われた交易について、資料の所在に関する目録を作成し、かつそれらの資料の分析を行った。
　特にアイヌとの交易では、威信財に関し、装飾品であるガラス玉を越田が、陶磁器に関して関根が、菊池が煙
草等の嗜好品に関して分析した。さらに遠藤は、災害時等にアイヌが管理していた物品（馬を含む）をめぐり、
アイヌ・和人双方がどのような行動を行ったかを明らかにし、品田が口頭伝承において、交易物資がどのように
扱われているかを研究した。百瀬は漁場労働での支給品やアイヌによる購入品に関し論文を発表し、本研究にお
ける資料目録・論文集を作成した。
　

研究成果の概要（英文）：　　In this study, we made a catalog where trade material is located to be 
carried out between Honshu (mainly Tohoku District) and Hokkaido early in the present age from the 
ancient times and analyzed these materials.
    Especially in trade with the Ainu, in relation to prestige goods, Koshida studied ornaments 
glass beads and Sekine researched on ceramics. Kikuchi analyzed cigarettes favorite items. 
Furthermore, Endo revealed what kind of actions both Ainu and Japanese(Wajin) made about materials  
managed by the Ainu(including horses) during disasters. And Shinada studied how trade goods are 
handled in folklore in Ainu. Momose published the articles about supplies and payment for Ainu at 
fishing labor in 1880s' Hokkaido.Then Momose made a material catalog in this research and collected 
papers.
 

研究分野：アイヌ・北方民族に関する文化人類学的研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
北海道独自の文化である続縄文時代、オホ
ーツク文化／擦文時代は、石器あるいは土器
と本州・大陸からの交易品である鉄器を用い
る金石併用文化であり、このような南方と北
方からの交易品は、その後のアイヌ文化形成
に影響を与えたと考えられている。アイヌ文
化期においても、本州・大陸からの交易品は、
他集団との交換・補償、漁場の給料や儀礼の
場で近代初期まで必須とされる「威信財」で
あった。 
アイヌ文化形成に、本州および大陸からの
交易品が必須であったことは、考古学の分野
で多くの知見が提出されてきたほか、歴史学
でも、中世および近世における大陸との交易、
あるいは松前藩や漁場労働を経由して流入
した威信財の存在が指摘されてきた。  
しかしながら、これらの交易品に関し、系
統的かつ通時的な交流史・物質文化史研究、
特に、北海道・東北を中心とする交易圏に関
しては、個々の研究者がその存在を念頭にお
きながらも、地域的・時代的に大きく概観す
る研究に発展することはなかった。そのため、
交易という経済活動の実態を通し、北海道・
東北にかつて混住してきた人々の関係変遷
について、物質文化を含む具体的資料に基づ
く総合的な基礎研究が待たれる状況にあっ
た。 
 
２．研究の目的 
北海道・東北を中心として古代から近代初
期まで存在したと考えられる「北方交易圏」
の理論的枠組み構築には、文化人類学のみな
らず、考古学・歴史学・地理学など複合的な
研究手法を用い、日本文化とアイヌ文化双方
の比較研究を行うことが必須である。本研究
では、国内の物質文化資料・文献史料に関し、
実地調査とその系統的整理（目録化）を行い、
威信財がアイヌのみならず、東北・北海道を
中心とする交易圏でどのような価値と社会
的位置付けを得ていたかを考察するための
基礎資料および分析的視点を提供すること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
威信財の流入経路・産地分析による交易
圏の推定から近代初期に至るアイヌ交易
という実態に則して分析する方法を取る
ことによって、北海道・東北の各居住者間
の関係性を明らかにする。以下、研究期間
内に明らかにしようとする方法を、以下の
諸点に分けて記す。 
 (1) 考古学的知見に基づく物質文化研究
において、交易品として利用されていたガ
ラス玉・陶器について、発掘出土資料ほか
国内資料調査を試み、年代（古代から近
世）・類型の系統的整理を行うとともに、
文献史料をもとに、交易圏の範囲の実態を
分析する。 
(2) 歴史学的手法によっては、国内の文献

調査を通じて、交易品の種類・流入経路を
系統分類する。さらに、交換レート分析を
行い、和人との儀礼的交換の具体的内容を
明らかにする。近代以降、交易品の一部が
統制された点については、交易窓口になっ
た広業商会の文献調査・分析を行い、統
制・禁止の実態と交換レートの明確化、近
世から近代初期における交易品の価値変
遷を明らかにする。 
(3) 地理学においては、近世アイヌの場所
労働に伴う移動、自らの生活のための主体
的・自律的移動、威信財の移動の経路想定
を明確化する。また、文化人類学的手法を
用いて、金田一文庫など国内のアイヌの口
頭伝承資料から交易活動の描写に関して、
オーラル・ヒストリーに残されている形態
と特徴を分析する。 
(4) 以上の調査で協力を受けた余市町で、
研究期間中、余市町民ほか、広く一般に公
開するシンポジウムを開催し、さらに目録
および論考を掲載した報告書を作成する。 
 
４．研究成果 
(1) 考古学分野においては、国内の発掘出土
資料・文献調査を通じ、年代（古代から近
世）・類型の系統的整理を行った。研究分担
者の越田は、主に装飾品として用いられたガ
ラス玉について、目録「ガラス玉出土遺跡地
名表（北海道編）」を作成し、現時点での資
料・研究状況を示すとともに、「余市町大川
遺跡出土のガラス玉」に関して論じた。 
研究分担者の関根は、陶磁器に関して「近
世陶磁器出土遺跡地名表（北海道・旧樺太・
千島編）」を目録化した。両者ともに、その
分析結果を論文・図書により発表した。 
(2) 歴史学では、交易圏の範囲や交易品の種
類・流入経路を系統分類した。研究協力者の
菊池は、「林家（竹屋）文書における煙草類
に関する記述目録」と、「場所経営における
煙草の機能 ―ヨイチ場所を例に」および「ア
イヌ交易品としての煙草とその値段」の２論
考を通じ、し好品である煙草が、アイヌ社会
に及ぼした影響について論じた。 
研究代表者の百瀬は、近代以降、交易の実
質的窓口となった広業商会の資料調査を行
い、「広業商会によるアイヌ購入・販売物資
に関する資料目録」を作成した。さらに、広
業商会が引き継いだ業務の一部に関し、報告
書でアイヌ-和人間の交換を論じた（「『余市
町史』「林家文書」における余市場所安政４
年交換レートについて」）ほか、これらの成
果を、教育分野で今後還元する方法等につい
て論文を発表した。 
(3) 地理学においては、近世アイヌの場所労
働に伴う移動、自らの生活のための主体的・
自律的移動、威信財の移動の経路想定を研究
課題に、研究分担者の遠藤が、「文政 5（1822）
年の有珠山噴火に伴う和人とアイヌの移動
に関する資料」ほか、論文を複数発表した。
同研究では、近世の災害時、威信財および重



要な財産であった「馬」を、アイヌや和人が
どのように守ろうと行動したかについて、具
体的に論じた。 
 文化人類学の分野では、研究協力者の品田
が、「北海道・東北地方における和人とアイ
ヌの交易に関する文献目録（金田一文庫編）」
「同（知里真志保文庫編）」を作成し、口承
文芸からみるアイヌの交易――金田一文庫
と知里真志保文庫を中心に」で、口頭伝承資
料における交易活動の描写から、交換の特徴
を論じた。 
(4) 研究期間中、余市町教育委員会および、
よいち水産博物館の協賛のもと、余市町民ほ
か、一般に公開するシンポジウムを開催し、
その成果を公開した。さらに発表内容をもと
に作成した論考を、報告書に掲載した。 
以上、交換物資に関する流入経路・産地分
析による交易圏とその実態を明確化する上
で、古代から近代初期にいたるまで北海道に
居住してきた様々な集団の関係性とその社
会・文化を分析するための基礎資料を提供し、
かつ今後の研究に資する上で、一定の成果を
果たしたと考える。 
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海道・東北を中心とする北方交易圏の理論的
枠組み構築のための総合的研究」シンポジウ
ム（北海道、余市中央公民館） 
百瀬 響「幕末余市場所における交換レート
の変遷：威信財と文化変容」 
菊池勇夫「場所経営における煙草の機能：ヨ

イチ場所を例に」 
遠藤匡俊「文政 5 年の有珠山の噴火活動と
人々の対応：アイヌと和人の関わり」 
越田賢一郎「余市町大川遺跡出土玉類につい
て」 
関根達人「余市町入船遺跡から出土した酒樽
の歴史的意義」 
品田早苗「伝承にみるアイヌの交易：金田一
文庫を対象として」 
乾 芳宏「余市のアイヌ文化」 
②報告書 
『北海道・東北を中心とする北方交易圏の理
論的枠組み構築のための総合的研究』文部科
学省平成 25年度～平成 28年度科学研究費助
成事業（挑戦的萌芽研究）研究成果報告書、
平成 29年 3月（北海道教育大学札幌校）278p. 
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